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みなさんへ 

 

 

 

このあいだは、こうえんかいにきてくださり、ありがとうございました。 

みなさんに、てがみのことをしってもらおうとおもって、いろいろじゅんびしてきましたが、

ざんねんなことにというか、すばらしいことにといおうか、みなさんにしってもらうことは、

ほとんどありませんでした。 

というのは、みなさんは、さいしょから、てがみをかくときに、いちばんたいせつなことを、

しっていたからです。 

 

まずさいしょに、「ありがとうてがみ」をかきましょう、ということで、すきないろのハガ

キをえらんでもらいました。すると、みなさんは、わたしのよそうとはまったくちがい、み

んなバラバラのいろをえらびました。しろやきいろをえらぶひとばかりだとおもっていた

のに、みんないろいろで、くろいハガキをえらぶひとまでいました。 

なんて、すばらしいことだろうとおもいました。 

 

というのは、てがみをかくときにたいせつなことのまずひとつは、じぶんがかきたいなあ、

とおもえるかみや えんぴつやクレヨンなどのかくものを、えらぶことからはじめるのが

いいからです。「ぼくは、あのひとへのありがとうだったら、このいろのかみにかいてみた

い」、「わたしは、あのひとへのありがとうだから、きれいないろのクレヨンでかこう」と、

なんだかとてもたのしそうだなとおもうことが、すてきなてがみをかくためには、とてもひ

つようです。 

 

そして、ひとはちがう、じぶんだけのかんかくをしんじることもたいせつです。かんかくと

は、じぶんがいいなーというかんじのことです。みなさんは、まえのひとがしろいハガキを

とったからといって、それにまどわされることなく、じぶんがいいとおもういろのハガキを

えらびました。それは、みなさんにとってはあたりまえのことかもしれませんが、だんだん

おおきくなっておとなになると、ひととはちがうことが、いけないことのようにおもえてく

ることがおおくなっていきます。ひととちがうと、なかまはずれにされると、おそれるよう

になってしまうことさえあります。 

 

ひとのまねばかりすると、どうなるかというと、じぶんだけがもっているたいせつなきもち

を、あいてのひとにつたえることができなくなってしまいます。 

 

「ありがとう」と、ことばにすれば、みんなおなじでも、そのなかみは、みなさん、ひとり
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ひとり、まったくちがうはずです。あるひとは、ちょっとだけありがとう、というきもちか

もしれません。あるひとは、ものすごく、いいあらわせないぐらいのありがとうというきも

ちかもしれません。そして、ありがとうということばのなかにこめたいのは、かんしゃのき

もちだけでなく、うれしいきもちもあるはずです。すると、そのうれしさもまた、ひとによ

っていろいろだから、そのひとらしいうれしさをあらわすことがたいせつになってきます。 

 

そんなことが、てがみをかくときにはたいせつだとおもっているわたしは、みなさんの「あ

りがとうてがみ」のかみえらび、クレヨンなどのかくもののえらびかた、そして、かいたえ

やぶんなどをみて、みなさんのさくひんが、ひとりひとりおおきくちがっていたし、かいて

いるようすが、とてもたのしそうだったり、しんけんだったり、しゅうちゅうしていたりし

ていたので、こうえんかいのはじめから、もうみなさんにおしえることは、なにもないとお

もってしまいました。 

 

おともだちへのありがとうのてがみには、おともだちとじぶんのかおがかかれ、ふたりは、

いっぽんのひも（キズナかな？）のようなものをにぎって、そのひものかたちはハートです。

ハートの中には、「大好き」のもじもあります。ありがとうというきもちとだいすきという

きもちは、とてもちかいところにあることをおしえてくれました。 

 

ハガキのまんなかに、おおきくりょうてをひろげたえがおいっぱいのじぶんが、ありがとう

といっているえをかいたひともいました。はがきのまんなかにじぶんをかくことによって、

ゆったりとした、どうどうとした、ちからづよいありがとうが、ストレートにつたわってき

ます。 

 

ありがとうのもじを、はなまるのはなのわでかざったひともいました。ありがとうのもじを

はなでかざると、にぎやかでごうかなありがとうがつたわります。 

 

ありがとうのことばはなくても、おんなのこふたりとチューリップとヒマワリをかいたひ

とがいました。おんなのこふたりは、とてもたのしそうです。そして、おはなはきれで、か

わいらしいかんじです。とってもたのしく、かわいらしく、きれいなよろこびのイメージを

つたえることでも、このひとだけのユニークな「ありがとう」がつたわっているなとおもい

ました。 

 

「ままへ」というてがみには、クマとウサギのえがちいさめにかいてあって、にひきとも、

とてもたのしそうです。そしてハガキのまんなかには、ほしじるしとハートとヒマワリと、

あかいはながならんでいます。ママへのプレゼントでしょうか。あおいろのクレヨンでかい

た★とピンクの♥が、とてもいんしょうてきす。よくみると、クマとウサギの上にも★がか



3 

 

かれていて、たのしくなってしまいます。 

 

「おかあさんへ」のありがとうてがは、♥のえとともに、ぶんがユニークです。いつものお

いしいごはんへのありがとうのことばのあとに、「おかあさん 大大大大大大大大大大大大

すきだよ」のもじ。そんなにだいすきなんだと、すきだよというきもちのおどろくほどのお

おきさが、しっかりとつたわってきます。 

 

あかくてふといじで、「ありがとう」とかいて、りぼん、ハート、ほしのえがちらばめられ、

ハガキのまんなかには、ふたりのひとが、とてもうれしそうに、だきあっているてがみもあ

りました。あかはおめでたいいろだから、あかい「ありがとう」は、とってもおめでたいか

んじがしてきます。そして、だきあっているぐらいだから、だいすきで、ことばだけではつ

たえきれないうれしさやよろこびやかんしゃを、このひとはからだでつたえたいんだとい

うことが、よくわかります。 

 

「センキュウ ベリイマッチ」とかかれたものもあります。あおいうみとしろいなみがしら

と、ヤシのきでしょうか、ヨットもうかんでいます。ハワイみたいなリゾートのえです。と

ってもなつらしいステキなえと、えいごのありがとうが、さわやかでフレッシュないんしょ

うのかんしゃをつたえていて、とてもみりょくてきです。 

 

おぼえたてのひらがなで「ありがとうとぅ」とハガキのみぎのはしにかいて、じぶんのなま

えをはがきのまんまんなかにしっかりかいたひともいました。なんてステキなレイアウト

でしょう。えがなくても、もじのいちや、なにもかいていないよはくが、すっきりとした、

せいけつで、さりげないありがとうをつたえています。 

 

おやおや、これは、またふしぎでおもしろいありがとうです。ひらがなをおぼえはじめたひ

とのようです。ぼくらがかくひらがなとは、まだすこしちがいますが、ひらがなに生まれよ

うとしているもじのあかちゃんが、いっしょうけんめい、ありがとうをつたえているかんじ

がして、うれしくなります。クレヨンでかいたいろいろなかたちもあり、おはなにみえたり

ハートにみえたり、おんなのこのかおにみえたり、いろいろなものにみえてくるまほうのえ

です。おとなにはぜったいにかけない、にごりのないありがとうです。 

 

へのへのもへじのような、もじがかおのようになっているハガキのえもあります。そして、

みどりのふたばのえが、ふたつかかれています。2たす 2でよつばのクローバー、しあわせ

のしるしでしょうか。ハートもあります。なんだかたのしくしあわせなきもちにしてくれる

ありがとうてがみです。 
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おじいちゃんとおばあちゃんへのありがとうでしょうか。バーベキューをしてはなびをし

て、たのしかったよるのことが、えとぶんでかかれています。えは、おじいちゃんとおばあ

ちゃんのようです。りょうてをあげて、よぞらをみあげて、とってもとってもたのしそうで

す。じぶんではなく、おじいちゃんとおばあちゃんのたのしさをえがくことで、じぶんのた

のしかったきもちや、ありがとうのきもちを、とてもゆたかにつたえていて、おどろきまし

た。 

 

はなびがはっしゃされるつつから、いきおいよくふきだしているえをかいて、ありがとうを

つたえようとしたハガキもありました。ことばはありませんが、これをうけとったひとは、

あのひのはなびのことだな、たのしかったんだな、とすぐにわかります。てがみは、あいて

とじぶんがわかればいいのです。だから、ことばなんかいらないこともあります。あいてと

じぶんにしかわからないえやことばで、てがみやハガキをかくと、とてもオシャレで、ゆか

いなものになることを、これをかいたひとはしっているようです。すばらしい。 

 

くろいはがきにくろいクレヨンでもじをかいて、おマメのようなかたちをしろいクレヨン

ときいろのいろえんぴつでしょうか、ふたつかき、おマメのなかにくろいめをかいて、かお

のようにしている、ざんしんなありがとうてがみをかいたひともいて、びっくりしました。

おとなのざっしなどでは、ときどき、くろいぺーじに、ひかりかたのちがうくろのもじをい

んさつする、とてもおれしゃれなデザインのものがありますが、それとおなじです。このひ

とは、どうしてそんなことをおもいついたのでしょう。とってもオシャレですばらしい。く

ろいかみにしろいクレヨンでかいたおマメのかおもまた、とてもかわいらしく、オシャレで、

そしてシュールです。 

 

くろいはがきをつかったひとは、もうひとりいて、こちらは、くろいはがきをこくばんのよ

うにつかいました。チョークのようなしろのくれよんで、ありがとうのことばと、これから

もよろしくということばと、だいすきだよのことば。くろいはがきのこんなつかいかたも、

なるほどおもしろい、インパクトがあると、かんしんしました。 

 

けずりえをじょうずにつかって、ママにありがとうをつたえたハガキもみごとです。まず、

きいろなどでしだじをぬって、くろでぬりつぶし、たくさんのおはなのかたちをけずりだし、

ママへ、いつもありがとうのもじなども、けずりだしています。たくさんのおはなは、かん

しゃとよろこびのしるしです。くろばっくにきいろいはながたくさんさいているから、なつ

のよぞらのはなびのようないんしょうもあります。こんなひょうげんもとてもいいなとお

どろきました。 

 

それから、みなさんのけずりえのさくひんについても、いろいろかんそうをいいたいきがし
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ます。けずりえもみなさん、ぜんいん、すばらしい。みんな、じぶんらしいえをけずりだし

ていたからです。そして、いっしょうけんめいに、たのしくやっていたからです。そのたの

しいきもち、いっしょうけんめいなきもちは、かならず、みなさんのけずりえをみるひとに

つたわります。どんなにえがじょうずでも、たのしく、いっしょうけんめいかいていないえ

は、ひとのこころをうごかしません。 

 

みなさんのありがとうのハガキも、けずりえも、ぜんいんのさくひんが、ひゃくてんまんて

んのひゃくてんではなく、ひゃくまんてんです。けずりえについても、いろいろかんそうを

おつたえしたいのですが、ずいぶんながくなってしまいましたので、このあたりでやめます。 

 

はいけいとかけいぐとか、てがみのかきかたをべんきょうすることもひつようかもしれま

せんが、それより、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと…たいせつなのことを、みな

さんは、もうしっています。あいてのひとのことをあたまにおもいうかべて、たのしく、い

っしょうけんめい、ていねいに、じぶんのきもちをつたえようとすること、そのきもちをも

ちつづけたら、だれにもまけない、あなただけの、すばらしいハガキやてがみを、かくこと

ができるはずです。 

 

みなさんとたいせつなじかんをすごすことができて、しあわせでした。 

ありがとう。 

てがみをかくときにいちばんたいせつなことを、みなさんから、あらためておしえてもらい

ました。 

またいつか、みなさんにおあいできるひを、たのしみにしています。 
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